
小規模多機能型居宅介護【地域密着型サービス】

TEL FAX

18 人 5 人

円

× × × × × × × × × × × △ ○ × △ △ ×

　入退院支援ルールの活用

　ＩＣＴ連携ツール（ＭＣＳ）などの対応 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表名 茂野　洋之

連携窓口担当者 茂野　洋之

所在地 〒351-0102　埼玉県和光市諏訪２－４ 048-465-6411 048-451-6499

入居相談等
対応可能日

月曜～土曜日 メールアドレス hasegawa-wako-home@circus.ocn.ne.jp

入居相談等
対応可能時間

１０時００分～１７時 定員数 通い 宿泊

個室 ５室 2人部屋 なし 入浴の種類 一般浴、機械浴

多床室 なし
生活保護受給者

受入れ
要相談

宿泊料金 1日　　2,000

ツール名（　　　　　　　　　　　　　）

事業所名 和光ホーム

受け入れ
（受入：○、要相
談：△、不可：×）

施設内での
看取り

ターミナ
ル

胃ろう 経鼻胃管 ストーマ 酸素療法 人工呼吸器 人工透析 ＩＶＨ
膀胱留置
カテーテル 気管切開 難病 認知症 痰の吸引

インスリン
注射

創傷処置
医療用麻薬

使用者

連携の取組

事業所特色
利用者と顔馴染の職員が支援を行い、「通い」「訪問」「泊り」を希望に応じ柔軟な支援を行うことで、住み慣れた地域で長く暮らしていく為のお手伝いを
させていただいています。

他職種の方々への要望
（連絡時の注意事項を含む）

あり なし

対応している　　　 していない



小規模多機能型居宅介護【地域密着型サービス】

TEL FAX

15 人 9 人

円

△ ○ × × △ × × △ △ ○ × △ ○ × △ × ×

　入退院支援ルールの活用

　ＩＣＴ連携ツール（ＭＣＳ）などの対応 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表名 瀬戸　政宗

連携窓口担当者 瀬戸　政宗

所在地 〒351-0106 埼玉県和光市広沢1-1 048-458-6901 048-458-6903

入居相談等
対応可能日

いつでも可能 メールアドレス info-hirosawa@fukushiplazasakuragawa.com

入居相談等
対応可能時間

8時30分～17時30分 定員数 通い 宿泊

個室 7部屋 2人部屋 無し 入浴の種類 一般浴・機械浴

多床室 無し
生活保護受給者

受入れ
○

宿泊料金 1,500

ツール名（　　　　　　　　　　　　　）

事業所名 小規模多機能型居宅介護広沢

受け入れ
（受入：○、要相
談：△、不可：×）

施設内での
看取り

ターミナ
ル

胃ろう 経鼻胃管 ストーマ 酸素療法 人工呼吸器 人工透析 ＩＶＨ
膀胱留置
カテーテル 気管切開 難病 認知症 痰の吸引

インスリン
注射

創傷処置
医療用麻薬

使用者

連携の取組

事業所特色
住み慣れた地域で長く過ごしていただけるよう、様々なサービスを組み合わせて支援しております。介護度の低い方の利用が多く、利用者様毎の交流
も図りやすいのも特色です。

他職種の方々への要望
（連絡時の注意事項を含む）

あり なし

対応している　　　 していない



小規模多機能型居宅介護【地域密着型サービス】

TEL FAX

29 人 6 人

円

○ ○ × × △ △ × × × △ × △ ○ △ △ ○ △

　入退院支援ルールの活用

　ＩＣＴ連携ツール（ＭＣＳ）などの対応 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表名 田中　秀夫

連携窓口担当者 小林　勝美

所在地 〒351-0111　埼玉県和光市下新倉3-7-7 048-451-0157 048-451-0105

入居相談等
対応可能日

月～金曜日（9：00～17：00） メールアドレス wako_info@fuku-ju.co.jp

入居相談等
対応可能時間

月～金曜日（9：00～17：00） 定員数 通い 宿泊

個室 0 2人部屋 3 入浴の種類 一般浴・機械浴

多床室 0
生活保護受給者

受入れ
○

宿泊料金 3,000

ツール名（　　　　　　　　　　　　　）

事業所名
小規模多機能型居宅介護事業所　わこうの

丘

受け入れ
（受入：○、要相
談：△、不可：×）

施設内での
看取り

ターミナ
ル

胃ろう 経鼻胃管 ストーマ 酸素療法 人工呼吸器 人工透析 ＩＶＨ
膀胱留置
カテーテル 気管切開 難病 認知症 痰の吸引

インスリン
注射

創傷処置
医療用麻薬

使用者

連携の取組

事業所特色

小規模では、家庭的な雰囲気を目指す視点から食卓はなるべく、わこうの丘の畑で育てた野菜や近隣農家から購入した食材を使用し地産地消を心
掛け調理をしています。
令和2年度に建物老朽化の為改修工事を行い災害時の避難経路の新たなる増設・消耗品の交換等を行いました。利用者様が更なる安心・安全に
暮らせ、日々の生活を楽しく生き生きできる環境整備を今後もおこなっていきます。スタッフはグループホームと併設しており兼任しています。スタッフ
の年齢層も30～70代と幅が広く業務にあたっています。
令和5年度よりスリランカ・ミャンマーの方々が一人づつメンバーに加わり業務にあたっています。通所者様は60～101歳までの方々が通所されていま
す。自由に過ごしていただくをモットーに過ごして頂いています。畑・庭仕事・工作作業・手工芸・トランプ等・カラオケ・静養・各イベント参加等自身で選
択していただいています。

他職種の方々への要望
（連絡時の注意事項を含む）

あり なし

対応している　　　 していない



小規模多機能型居宅介護【地域密着型サービス】

TEL FAX

15 人 3 人

円

× × △ △ ○ ○ × △ × △ × ○ ○ × × × ×

　入退院支援ルールの活用

　ＩＣＴ連携ツール（ＭＣＳ）などの対応 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表名 清水　穣

連携窓口担当者 清水　穣・奥田　文・鑓田　操

所在地 和光市新倉1-20-39 048-465-3800 048-465-9348

入居相談等
対応可能日

いつでも可 メールアドレス niikura@merhalsa.jp

入居相談等
対応可能時間

8：45～17：45 定員数 通い 宿泊

個室 3室 2人部屋 なし 入浴の種類 大浴場

多床室 なし
生活保護受給者

受入れ
○

宿泊料金 4,000

ツール名（　　　MCS　　　　　）

事業所名 新倉高齢者福祉センター

受け入れ
（受入：○、要相
談：△、不可：×）

施設内での
看取り

ターミナ
ル

胃ろう 経鼻胃管 ストーマ 酸素療法 人工呼吸器 人工透析 ＩＶＨ
膀胱留置
カテーテル 気管切開 難病 認知症 痰の吸引

インスリン
注射

創傷処置
医療用麻薬

使用者

連携の取組

事業所特色

高齢者福祉センターと併設です。高齢者福祉センターでは、様々なサークル活動や60歳以上の方向けの講座を開催しています。
介護保険サービスと高齢者福祉センター兼務で作業療法士・理学療法士といったリハの専門職が在籍しております。
小規模多機能型居宅介護では、主に要支援の方を対象とした機能訓練を行っています。
疾患や加齢によりできなくなった日常生活動作が再びできるようになるための機能訓練の提案をおこないます。
また、高齢者福祉センターで行っているサークル活動や講座に通うことができる事を目標に機能訓練を行っているご利用者様もいらっしゃいます。
そのため、訪問サービスでは、家事援助よりも外出歩行訓練や家事が自分でできるようになるためのセルフトレーニングの提案等を行っています。

他職種の方々への要望
（連絡時の注意事項を含む）

あり なし

対応している　　　 していない


